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コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 
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１
． 

競
技
場
・
控
室
（
昼
） 

サ
ッ
カ
ー
部
主
将
の
澤
田
雪
菜
（
１
８
）
を
中
心
に
、
円
陣

を
組
ん
で
い
る
。 

そ
の
中
に
部
員
の
掛
方
咲
希
（
１
８
）
や
相
木
桜
（
１
８
）
。 

顧
問
の
敷
田
四
郎
（
３
４
）
は
壁
に
寄
り
か
か
り
、
彼
女
た

ち
を
見
て
い
る
。 

雪
菜 

「
こ
こ
で
勝
て
ば
、
全
国
に
上
が
れ
る
」 

雪
菜
、
全
員
を
見
渡
し
、 

雪
菜 

「
み
ん
な
、
絶
対
勝
つ
よ
」 

全
員
で
声
を
合
わ
せ
、 

全
員
「One for All.All for One.

」 

 

２
． 

競
技
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
昼
） 

１
万
人
は
収
容
で
き
る
会
場
。
満
席
状
態
の
観
客
席
は
大
歓

声
に
包
ま
れ
て
い
る
。 

『
頑
張
れ
、
町
高
』
と
記
さ
れ
た
横
断
幕
と
『
負
け
る
な
、

相
模
高
』
の
横
断
幕
が
対
面
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
の
真
っ
只
中
。 

雪
菜
、
桜
か
ら
パ
ス
を
受
け
取
る
。 

町
高
の
ゼ
ッ
ケ
ン
。
背
番
号
は
９
。 

巧
み
な
ド
リ
ブ
ル
捌
き
で
敵
チ
ー
ム
を
か
わ
し
て
進
む
。 

観
客
席
に
帽
子
を
ま
ぶ
か
に
被
っ
た
五
十
嵐
荒
清
（
４
２
）

の
姿
も
あ
る
。 

電
光
掲
示
板
に
は
町
田
高
校
と
相
模
高
校
の
得
点
。
『
３―

４
』
で
町
田
高
校
が
ビ
ハ
イ
ン
ド
。 

会
場
、
雪
菜
コ
ー
ル
。 

雪
菜
、
ド
リ
ブ
ル
速
度
を
上
げ
、
ゴ
ー
ル
へ
走
る
。 

す
る
と
、
雪
菜
の
正
面
に
相
手
チ
ー
ム
の
選
手
。 

雪
菜
、
ハ
ッ
と
し
て
ご
く
り
と
唾
を
呑
む
。 

敵
チ
ー
ム
の
選
手
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
。 

咲
希
の
声
「
雪
菜
」 

と
、
咲
希
の
叫
ぶ
声
。 

雪
菜
、
チ
ラ
ッ
と
見
る
。 

咲
希
が
手
を
掲
げ
て
合
図
す
る
。 
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目
前
に
ゴ
ー
ル
。 

雪
菜
、
ズ
キ
ズ
キ
と
頭
が
痛
み
、
顔
を
歪
め
る
。 

 
×

 
×

 
×

 

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
雪
菜
の
妄
想
） 

雪
菜
、
咲
希
を
無
視
し
、
ひ
と
り
突
き
進
む
。
敵
チ
ー
ム
の

選
手
を
抜
き
去
り
、
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
。 

ボ
ー
ル
は
ゴ
ー
ル
に
一
直
線
に
飛
ん
で
い
く
。 

 
×

 
×

 
×

 

雪
菜
、
雑
念
を
振
り
払
う
よ
う
に
、
ぶ
る
っ
と
頭
を
振
る
。 

鳴
り
や
ま
ぬ
大
歓
声
。 

敵
チ
ー
ム
の
選
手
が
雪
菜
め
が
け
一
直
線
に
走
っ
て
来
る
。 

雪
菜
、
頬
を
歪
め
、
そ
し
て…

…
 

咲
希
に
パ
ス
を
出
す
。 

会
場
は
一
気
に
静
ま
り
返
る
。 

ボ
ー
ル
は
咲
希
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
く
。 

だ
が
、
咲
希
に
届
く
直
前
、
敵
チ
ー
ム
の
別
の
選
手
が
ボ
ー

ル
を
奪
取
す
る
。 

雪
菜
、
思
わ
ず
そ
の
場
に
立
ち
止
ま
る
。 

試
合
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴
る
。 

敵
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
は
歓
喜
の
声
を
上
げ
る
。 

会
場
も
ど
っ
と
湧
き
上
が
る
。 

雪
菜
、
呆
然
と
し
て
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
る
。 

目
の
前
に
は
ゴ
ー
ル
が
あ
る
。 

観
客
席
の
五
十
嵐
、
ふ
っ
と
口
角
を
上
げ
る
。
立
ち
去
る
。 

 

３
． 

競
技
場
・
裏
門
・
外
（
夕
） 

雨
が
降
っ
て
い
る
。 

雪
菜
、
傘
も
差
さ
ず
に
、
門
か
ら
出
て
く
る
。 

追
い
か
け
る
よ
う
に
、
咲
希
も
や
っ
て
来
て
、 

咲
希 

「
雪
菜
」 雪

菜
、
ピ
タ
ッ
と
立
ち
止
ま
る
。
振
り
返
ら
ず
に
、 

雪
菜 

「…
…

楽
し
か
っ
た
ね
」 

と
、
振
り
返
り
、
笑
う
。 

雪
菜 

「
楽
し
い
３
年
間
だ
っ
た
」 
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だ
が
そ
の
瞳
は
潤
ん
で
い
て…

…
 

咲
希 

「
ご
め
ん
。…

…

ご
め
ん
、
私
の
せ
い
で
」 

雪
菜 

「…
…

咲
希
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
」 

咲
希 

「
だ
っ
て
私
が―

―

」 

雪
菜
、
遮
っ
て
、 

雪
菜 

「
違
う
」 

咲
希 

「
雪
菜…

…

」 

雪
菜 
「One for All. All for One.

だ
よ
。
み
ん
な
が
誰
か
の
為
に

闘
っ
た
。
誰
の
せ
い
と
か
な
い
か
ら
」 

咲
希
、
何
も
言
い
返
せ
ず
、
頬
を
歪
め
る
。 

雪
菜 

「
ま
た
ね
、
今
日
は
先
帰
る
」 

と
、
早
足
で
立
ち
去
る
。 

咲
希
、
そ
の
場
で
立
ち
つ
く
す
。 

 

４
． 

高
校
・
外
観
（
昼
） 年

季
の
入
っ
た
古
び
た
校
舎
が
建
ち
並
ぶ
。 

 

５
． 

高
校
・
体
育
館
（
昼
） 

受
験
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
五
十
嵐
、
高
３
生
た
ち
相
手
に
演

説
中
。
雪
菜
や
咲
希
の
姿
も
あ
る
。 

雪
菜
は
話
を
聴
い
て
い
な
い
よ
う
で
、
俯
い
て
い
る
。 

ス
ク
リ
ー
ン
に
『
受
験
の
心
得
』
と
記
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
と

『
受
験
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

五
十
嵐
荒
清
』
の
文
字
。 

五
十
嵐
「
受
験
は
よ
く
団
体
戦
と
言
わ
れ
る
」 

雪
菜
、
ふ
と
顔
を
あ
げ
る
。 

五
十
嵐
「
だ
が
そ
ん
な
言
葉
は
ま
や
か
し
だ
。
受
験
は
個
人
戦
で
し
か
な
い
。

自
分
以
外
は
全
員
敵
だ
と
思
え
」 

雪
菜
に
視
線
を
向
け
る
。 

五
十
嵐
「One for All. All for One.

な
ん
て
言
葉
が
あ
る
が
、
そ
れ

ほ
ど
受
験
に
似
合
わ
な
い
言
葉
な
ん
て
な
い
な
」 

視
線
を
逸
ら
し
、
全
体
を
見
渡
し
て
、 

五
十
嵐
「
い
い
か
、
高
３
の
夏
、
ど
う
い
う
理
由
で
こ
の
時
期
か
ら
受
験
勉

強
を
始
め
る
の
か
わ
か
ら
ん
が
、
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
」 

雪
菜
は
じ
っ
と
五
十
嵐
を
見
つ
め
て
い
る
。 
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６
． 

高
校
・
正
門
・
外
（
夕
） 

五
十
嵐
、
校
名
板
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
。 

雪
菜
、
門
を
く
ぐ
っ
て
出
て
く
る
。
五
十
嵐
に
気
付
い
て
、 

雪
菜 

「
あ
っ…

…

」 

五
十
嵐
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
、 

五
十
嵐
「
澤
田
雪
菜
」 

雪
菜 
「
ど
う
し
て
私
を
？
」 

五
十
嵐
「
サ
ッ
カ
ー
は
も
う
い
い
の
か
？
」 

雪
菜
、
頬
を
歪
め
て
、 

雪
菜 

「
な
ん
で…

…
」 

五
十
嵐
「
君
の
パ
ス
の
せ
い
で
負
け
た
」 

雪
菜 

「…
…

」 

五
十
嵐
「
訊
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
。
ど
う
し
て
あ
の
場
で
パ
ス
を
出

し
た
？ 

素
人
目
か
ら
見
て
も
シ
ュ
ー
ト
を―

―

」 

雪
菜
、
遮
っ
て
、 

雪
菜 

「
仲
間
を
、
信
じ
た
ん
で
す
」 

五
十
嵐
、
鼻
で
笑
い
、 

五
十
嵐
「
自
信
が
な
か
っ
た
だ
け
だ
ろ
」 

雪
菜 

「
え
？
」 

五
十
嵐
「
君
の
欠
点
だ
」 

雪
菜 

「
欠
点
？
」 

五
十
嵐
「
君
は
誰
の
為
に
闘
っ
て
い
た
ん
だ
？
」 

雪
菜 

「
仲
間
の
為
で
す
」 

五
十
嵐
「
で
は
あ
の
パ
ス
は
正
し
か
っ
た
と
断
言
で
き
る
か
？
」 

雪
菜 

「
そ
れ
は…

…

」 

五
十
嵐
、
雪
菜
に
近
づ
き
、 

五
十
嵐
「
本
心
を
言
っ
て
み
ろ
。
も
う
答
え
は
出
て
る
は
ず
だ
」 

雪
菜
、
五
十
嵐
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。
そ
し
て
本
心
が
ポ
ツ

リ
と
こ
ぼ
れ
る
。 

雪
菜 

「…
…

後
悔
」 

五
十
嵐
「
後
悔
？
」 

雪
菜 

「
思
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
ど
う
し
て
パ
ス
を
出
し
た
ん
だ
っ
て
」 

五
十
嵐
「
そ
れ
で
？
」 
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雪
菜 

「
あ
の
時
パ
ス
を
出
し
て
い
な
け
れ
ば
、
点
を
取
れ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。
い
や
、
絶
対
シ
ュ
ー
ト
決
め
て
い
ま
し
た
」 

五
十
嵐
「
私
も
そ
う
思
う
」 

雪
菜 

「
え
？
」 

五
十
嵐
「One for All.

の
呪
縛
に
囚
わ
れ
て
い
た
君
は
優
し
す
ぎ
た
。
も

っ
と
自
分
の
為
に
闘
う
べ
き
だ
っ
た
。
あ
の
試
合
だ
け
で
な
く
、

ず
っ
と
ね
」 

雪
菜 
「…

…

私
の
こ
と
、
知
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」 

五
十
嵐
「
無
論
」 

雪
菜 

「
ど
う
し
て
？
」 

五
十
嵐
「
澤
田
雪
菜
」 

雪
菜
、
す
っ
と
背
筋
を
伸
ば
す
。 

五
十
嵐
「why

の
質
問
が
多
い
な
」 

雪
菜 

「
す
い
ま
せ
ん…

…

」 

五
十
嵐
「
そ
れ
で
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
為
に
闘
う
覚
悟
は
あ
る
か
？
」 

雪
菜
、
拳
を
握
り
し
め
る
。 

雪
菜 

「
も
う
、
後
悔
し
た
く
な
い
ん
で
す…

…
」 

五
十
嵐
、
満
足
そ
う
に
頷
い
て
、 

五
十
嵐
「
い
い
だ
ろ
う
」 

そ
し
て
鞄
か
ら
１
枚
の
紙
を
出
す
。 

五
十
嵐
「
こ
の
学
校
に
、
東
洋
体
育
大
学
の
サ
ッ
カ
ー
推
薦
枠
が
１
つ
あ
る

の
は
知
っ
て
る
な
」 

『
ス
ポ
ー
ツ
推
薦 

募
集
要
項
』
の
文
字
。 

雪
菜 

「
で
も
そ
れ
は
咲
希
が…

…

」 

五
十
嵐
「
奪
う
ん
だ
よ
」 

雪
菜 

「
え
？
」 

五
十
嵐
「
こ
こ
か
ら
は
個
人
戦
だ
。
自
分
の
為
に
闘
え
。
も
し
、
お
前
が
ま

だ
サ
ッ
カ
ー
を
諦
め
て
い
な
い
の
な
ら
」 

と
、
雪
菜
の
返
事
も
聴
か
ず
に
歩
き
出
す
。 

雪
菜
、
ぎ
ゅ
っ
と
拳
を
握
り
し
め
、
五
十
嵐
に
続
く
。 

柱
の
陰
に
咲
希
、
じ
っ
と
雪
菜
の
背
を
見
つ
め
て
い
る
。 

雪
菜
、
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
く
。 

 

（
終
わ
り
） 


